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Attempt on slope surface monitoring by active seismic array observations using a vibration
speaker—Estimation of slowness changes before and after rainfall—
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Water-induced failure of slope surfaces is often triggered by rainfall or snowmelt. Elastic waves are promising

tools for monitoring spatio-temporal variations in slope elastic parameters. We performed active seismic array

observations using a vibration speaker on a slope during the period including rainfall.
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	市販の振動スピーカー (以降，加振器) を使用して斜面における弾性波観測を実施した．透過弾性波の測定には，9台の1成分上下動加速度計を使用し，そのうちの1台 (Ref) をレファレンスとして加振器近傍に，残りの8台を加振器から数m離れた場所に埋設した。
	入力信号には30秒間に10 Hzから310 Hzの周波数帯域を推移するスイープ波形を使用し，それを繰り返し加振器に印加し，サンプリング周波数51.2 kHzで収録した．
	３．解析手法
	観測されたスイープ波形から基準音成分に対応するスペクトル (以降，擬似スペクトル) を抽出した．震源特性と計器特性はすべての加速度計で共通であるため，各加速度計の擬似スペクトルをRefの擬似スペクトルで規格化することで震源特性と計器特性を除去した．さらに，降雨直前の平均値で規格化することで伝播特性の時間変化を計算したのち，位相成分 (以降，位相差スペクトル) を抽出した．
	４．降雨前後における弾性波の位相差スペクトルの変化
	観測サイトから1 kmほど離れたところに設置された気象観測点の記録と位相差スペクトルの記録を比較したところ，降雨の前後で位相差スペクトルが顕著に変化する様子が観測された．本発表では，それらの結果について紹介する．

